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群馬県安中市の富岡層群原市層(中部中新統）

から産出したマッコウクジラ類化石
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群馬県安中市の碓氷川流域に分布する富岡層群原市層(中部中新統)から初めて産出したマッ

コウクジラ類化石GMNH-PV-581を報告する.産出層準の付近の層序関係,ならびに上下の地

層に挟在する凝灰岩層の放射年代から，マッコウクジラ類化石の年代は11.5Ma前後と考えら

れる．

GMNH-PV~581は, 4本の歯が植立した左下顎骨, 4本の歯が植立した右下顎骨，および遊

離した2本の歯からなる標本である．本標本は歯の大きさや形態などから，マッコウクジラ科

に属するものである．下顎骨はベルギーの中新統から産出した同科の段ﾉ"sE"γ"”鋺必"siより

もはるかに大型で,長野県四賀村から産出したS"鰯叱"zJSS肉憩“s商よりも大型である．歯の大

きさも同様である．岐阜県瑞浪市産のA"AゆﾉZysE""sp.とされたものは，歯の大きさがGMNH

-PV-581の半分ほどの大きさしかない．歯の大きさならびに形態はH"Joce/zJscz""""sに類

似する．しかしGMNH-PV-581の産出部位が不完全鞍下顎骨と歯だけであるため，属･種レベ

ルの同定を行うことは困難である． そのため，本論ではGMNH-PV-581をPhyseteridaegen.

etsp･ indet. (マッコウクジラ科の未定種） としておく．

本邦の中新統産マッコウクジラ科化石は10ヶ所から知られており，本報告のものが11例目と

なる．特にScfz/""ｵ雄sﾉz軽γzs歯と茨城県那珂町から産出したPhyseteridaegen.etsp. indet.

は地理的に近いだけでなく年代的にも富岡層群と近い位置にあることから， これらの標本間で

系統学的な関係を明らかにする必要がある．

キーワード：マッコウクジラ科，ハクジラ亜目， クジラ目，中新世，富岡層群，原市層，群馬県

のであり，中島はただちにこの転石を採集し，化石の強化

とクリーニングを行った． それらの作業の結果，歯根を含

む高さが10cmを越す大型の歯，ならびにそれらの歯が植立

する左右の顎の一部も確認された．

その後，中島はこの化石を群馬県立自然史博物館に寄贈

し，長谷川，高栞と共同でこの標本を研究することとなっ

た．そして中島が採集・寄贈した標本GMNH-PV-581は，

特徴的な歯の形態と大きさから，大型のハクジラ類である

マッコウクジラ科Physeteridaeに属するものであること

が判明した．

本論では，富岡層群から初めて産出が確認されたこの

マッコウクジラ科化石を報告し， その意義について述べる

はじめに

群馬県南西部に分布する中新統富岡層群からは様噂な

脊椎動物化石が産出している．鯨類については宮崎(1988）

やOishiandHasegawa (1995)などにリストアップされ

た標本，あるいは群馬県立歴史博物館(1987, 1993)のよ

うに博物館の標本目録等に掲載された標本はあったが，正

式に記載されたものは皆無に等しかった．

1998年12月，筆者の一人中島は，群馬県安中市北村付近

を流れる碓氷川河床において，脊椎動物の歯化石が露出す

る転石を発見した(第1図)． この転石は現場付近の地質や

その岩相から富岡層群原市層に由来することが明らかなも

受付言2001年1月10B,受理:2001年3月16B
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庭谷層上部・原市層・板鼻層等が分布している．本化石は

そのうち原市層の分布域から転石として発見された．富岡

層群の岩石は風化・侵食に弱く，あまり遠くまで運搬され

ることがない． また岩相も既知の原市層のものと差がほと

んど無い． これらのことから，本標本は原市層に由来する

ものと考えられる(第2図)．原市層は富岡層群の上部を構

成しており，地層の分布の東側では穴岡凝灰岩を境として

下位の庭谷層と整合関係にある． しかし，地層の分布の西

側では本層下部に庭谷層に特徴的な砂岩が挟在し，指交関

係にある （大石･高橋, 1990)．原市層の上位は板鼻層であ

るが，原市層と板鼻層は整合で接している．

原市層は青灰色～暗灰色の塊状泥岩などからなり，沖合

泥質堆積物だと考えられている． これまでに有孔虫(Ta-

kayanagieta1., 1974など),貝類（栗原, 1998, 2000),

束柱類(長谷川･田中， 1987)，鰭脚類(長谷川ほか, 2000),

硬骨魚類，軟骨魚類(後藤ほか, 1983, 1987;高栞, 1999)

などの化石が見つかっている．

貝類化石は原市層中部から上部にかけて散在的に産出す

る．原市層の貝化石群集はその構成種によって中部原市貝

化石群と耶麻型動物群に相当する上部原市貝化石群に区分

される.GMNH-PV-581の産地付近は原市層の中部にあ

たり，中部原市貝化石群の℃jo〃α"i"鋼''"Izssi""雄獅群

集が産出する． その古環境は両貝化石群とも深海（漸深海

帯)性と考えられる（栗原, 1998;栗原, 2000)． また有孔

虫化石からも原市層中部から上位の板鼻層下部にかけて，

漸深海帯に普遍的なUtﾉ鞍流れα'7060s"“αが多産するこ

とから，漸深海であったとされている． （金子･野村,1998)．

軟骨魚類化石では，Hz,りゎd"s6""娩蝿の歯群化石（後藤

ほか, 1978) JPCaγcﾙα""れ”zggzz/b"蛇の歯群化石(後藤

ほか， 1983)，分類未詳の軟骨魚類の脊椎群（高栞， 1999）

など，一個体に由来するような標本が知られている． また

大型束柱類（長谷川・田中, 1987),鰭脚類のA"0fi@s"zzzs

属に属する大型の肩甲骨（長谷川ほか, 2000) もGMNH

-PV-581の産出地の上流から産出している．

本標本の産出地点の上流には，原市層のほぼ中位に挟在

する北村凝灰岩が確認でき，下流には馬場凝灰岩が確認で

きる．それぞれの凝灰岩の放射年代は，北村凝灰岩が11,

79±0.08Ma(40Ar-39Ar,biotite),馬場凝灰岩が11.26±0.

09Ma(40Ar39Ar;biotite)あるいは11.29士0.12Ma(40Ar

-39Ar,sanidine)である (Odin"αj., 1997)．本標本の産

出地点は2つの凝灰岩層の分布のほぼ中間地点であること

から，本論ではこの化石の産出年代をほぼ11．5Maとして

おく． また両凝灰岩層のほぼ中間からは, GIO6jg""""e･

'""zEsFOが報告されており(Takayanagi""･, 1974),

この層準がBIowのN13とN14の境界と鞍る．この事実も

この年代を支持するものである．

こととする．なお，本論で使用する略号GMNH-PVは，

群馬県立自然史博物館古脊椎動物部門(GunmaMuseum

ofNaturalHistory,VertebratePaleontology)を表す．

産出地点の地質と年代

安中市を流れる碓氷川の流域には，富岡層群原田篠層。
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第1図Physeteridaegen.etsp. indet･GMNH=PV-581の産地

a.GMNH-PV-581の産地のインデックスマップ．

☆印が産地を示す．

b.図中の●印が産出地点．地図右下の＋印は，北緯36度18分，

東経139度21分を示す．

（国土地理院発行l/50,000地形図「富岡」図幅に加筆)．
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いるPIjyse彫γ"〃α"6"siのキャスト （ミュージアムパーク

茨城県自然博物館所蔵） と比較すると，本標本の方が下顎

体の大きさ，歯の大きさともに著しく大きい．両者の長さ

はほぼ同じである．しかし,原市層産のGMNH-PV581は

歯根の太さの直径がPﾉりﾉsagγ〃ん""6zMs/の2倍ほどあり，

歯の形態が全く異なる．

右下顎骨の内側は平坦に近く，下方に長さ15cm,上下幅

5cmで深さ数mmの浅い窪みがある．窪みの内部には骨表面

に網目状の構造が観察される部分もある．おそらく下顎結

合部の後端にあたるものと思われる．左下顎骨の頬側はゆ

るやかに膨隆している． 4つのオトガイ孔が開口している．

また両者とも下顎体が若干湾曲していることも両者が吻端

の下顎結合部に近い部位であることを示唆している．主な

計測値については第1表に示す．

植立した歯は左右ともに4本ずつ確認できるが，左側の

一番目と四番目の歯は歯根の一部しか保存されていない．

二番目と三番目はほぼ完全である．二番目の歯は最も大き

く，歯冠の先端は咬耗によって平坦となっている．歯冠の

保存高は15mm,前後径21mmの円錐形をなす．エナメル質の

表面には細かい不定形の檗が発達する．歯根はかなり長く

標本の記載

SystematicPaleontology

ClassMammaliaLinnaeus, 1758

OrderCetaceaBrisson, 1762

SuborderOdontocetiFlower, 1867

FamilyPhyseteridaeGray, 1821

Physeteridaegen. etsp・ indet.

（第3． 4． 5図,第1表,図版I)

標 本:GMNH-PV581. 4本の歯が植立した左下顎

骨の下顎体の一部， 4本の歯が植立した右下顎

骨の下顎体の一部，遊離した歯2本

産出層準：富岡層群原市層

採集者：中島一

標本は不完全な左右の下顎骨片とそれらに植立した歯8

本， そして遊離した歯2本よりなる （第3図，図版I).

左下顎骨の大きさと右下顎骨の大きさを比較すると，左

側の方が若干大きいことから，左下顎骨の方がより近心の

ものといえる．ベルギー王立自然科学博物館に収蔵されて
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第2図Physeteridaegen・etsp. indet. GMNH-PV-581の産出層準（野村・大平, 1998に加筆)．図中の★印が産出層準を示す．
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第3図Physeteridaegen.etsp. indet.

GMNH-PV-581 (図版1)のスケッチ．

上が左側(L),下が右側の下顎骨(R). aとb

は遊離歯． スケールは1Ocm.
図版I Physeteridaegen.etsp. indet. GMNH-PV581

(単位はmm)

下顎骨

下顎体の最大径

2番目の歯の直下での下顎体の高さ

3番目の歯の直下での下顎体の高さ

チー
,虹二 ０

７

２

７

１

２

１

１

↑
恒 下顎体の最大径

1番目の歯の直下での下顎体の高さ

3番目の歯の直下での下顎体の高さ

０

１

４

８

４

４

１

１

歯

左下顎骨 1番目の歯（高さ×長さ、以下同じ）

2番目の歯

3番目の歯

4番目の歯

42×18+

80×38

84×30

81×35

1番目の歯（高さ×長さ、以下同じ）

2番目の歯

3番目の歯

4番目の歯

右下顎骨 33＋×36

48×28

43×26

37×31

遊離歯｜第3図のa (全長×最大前後径） 134×37

第1表Physeteridaegen.etsp. indet

GMNH-PV-581の計測値．

第4図Physeteridaegen. etsp. indet.

GMNHPV581の遊離した歯（第3図のa)
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太い．歯根は，歯冠の底部から20mmほどまでは歯冠を延長

したような円錐形をなしている．その表面は滑らかである．

しかしその直下で急激に太さを増し，表面にも縦に走る低

い条線が発達する．歯は全体に歯根の近位部が前方に豊隆

し，遠位部は比較的直線的である． また下顎骨の外形に対

応するように，頬側に凸で，歯冠は全体に舌側に傾く．第

三番目の歯は全体にかなり細い． しかし第四番目の歯は第

二番目のものに近い大きさを持つ．

右下顎骨の一番目の歯は歯冠を欠く．歯根の大きさは左

の第二番目の歯に近い．第二・三番目の歯は左の第三番目

のものに似て小さい．第四番目は歯根の一部が残っている

だけで，全体の形状は不明である．

遊離した2本の歯のうち, 1本はほぼ完全なもので，全

長（歯冠中心から歯根中央まで) 134mm,歯根での頬舌径37

mm,近遠心径43.5mm歯冠高15～18m,頬舌径19mmである．

種の同定に役立つものと思われる(図版Iの中央)．全体的

に太く重い．歯根の近心は強く前方に張り出し，遠心側は

弱い． また頬側に強く湾曲し，歯冠の先端で滑らかに咬耗

している面は，やや舌側に傾く．

Beneden andGervais, 1868-79)に最も類似する．H

加加07(Pilleri, 1980)は，形態は類似するものの，大きさ

が全く異なる．当然個体によって大きさの大小があるが，

種内変異の範囲が不明であるから，今のところ比較できな

い．ベルギー産授吻ySg蛇γ""""bzzsiと比較すると，下顎体

はGMNH-PV-581の方が大きい.歯も〃Zysg彫γ"肱d"6zfsi

は細く，歯根も歯冠の端部から歯根の基部までほぼ同じ太

さで,GMNH-PV-581の様に歯根の中ほどで大きく膨隆

することはない．

産出した部分のみでは，重要な種の形質に関わるような

頭蓋などの比較ができないため， この標本の分類上の位置

を決定することは難しい．

日本産のマッコウクジラ科化石の中ではかなり良質の標

本である長野県四賀村産のS""i"fzfs s〃葱E"sZSHirota

andBarnes, 1995は年代（中期中新世）的にも古地理的に

も近く,GMNHPV581とこの標本の歯との比較は重要

である． それぞれの標本の記載が不十分ではあるが，形態

はかなりよく似ている．

しかしHirotaandBarnes (1995)はS. s"狸"sjSの歯

について既知のヨーロッパ産Hひp/0"r"s属各種などとの

比較議論をしていない．また既知のSどα〃j“伽s属の他の種

などとの比較もない．歯はずんぐりしていてトックリ型で

ある.歯根中央部の前後および頬舌径はほぼ同じ大きさで，

GMNH-PV-581の歯にみられるようなひずみはあまり無

いのが特長といえる．歯の形態から比較すると明らかに異

なる.歯のみで種の所属を決定することは危険性を伴うが，

四賀村産のS""i""ssﾙ狸"sisは上顎にも少なくとも4

対の歯が存在する． それらの大きさは下顎歯とあまり変わ

らない． したがって，上下の歯の相違，植立する位置での

差などを検討する必要があろう． その上で種間，属間の変

異についてもっと議論されるべきであり，属または種の特

長を頭蓋等の形質を中心に分類をしている現状では， その

所属は簡単に決定できない．

歯の形態だけで判断すれば,""/0""ssp. としても良

いが，先述したように，古地理的な問題を考えるとSc"/-

考 察

日本産のマッコウクジラ科の化石は，本報告の標本も含

め12ヶ所から報告されているが(第2表)， そのうち中新統

産の化石は11点である．ただし，頭蓋などの形態から属レ

ベルまで同定されたのは岐阜県瑞浪市の瑞浪層群から産出

したA"/OpﾉZys""sp. (岡崎1992)と長野県四賀村の別所

層から産出したSc"〃j""SS"樺"sis (HirotaandBarnes,

1995)だけである． またある程度まとまって産出したのは

上記の2標本の他に茨城県水戸市と那珂町から産出した

Physeteridaegen. etsp. indet. (Hasegawa,Kodaand

Katsumi, 1987)だけであり，その他の標本は遊離した歯や

耳骨のみの標本である．

GMNH-PV-581は既知の種類と比較すると，大きさと

形態的特徴はHbp/0""s c"γ"〃g"sとされた歯(Van

No. | Specificname Material Horizon Age Locality Reference

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

O"rocer"oXymycrer"s
O"Ioca"soxw刀ycreγ"s

シシ

O"2oca妬oxy"yα”"‘F
学一

Physeteridaegen.etsp. indet

Physeteridaegen.etsp. indet
此α城Ca“s方辱"s咽

Physeteridaegen.etsp. indet‐

Physeteridaegen.etsp. indet

“ﾉQPA)'sere'･ sp.

Physeteridaegen.etSp. indet

Physeteridaegen.etsp. indet

Earbone

Tooth

Tooth

Teeth

Teeth

skuHandskeleton

ワ

ワ

skul l 1dent.andetc.
？

Ver上.Tooth,Sc,Ribs

KunnuiF MiddleMiocene

LowerMiocene

MiddleMiocene

MiddleMiocene

MiddleMiocene

MiddleMiocene

E.－MMiocene

E.－M．Miocene

E.－MMiocene

MiddleMiocene

Holocene

|makane,Hokkaido

Yakumo,Hokkaido

Ninohe, Iwate

Mito, lbaraki

Naka, lbaraki

Shiga,Nagano

Anan,Nagano

Mizunami ,Gifu

Mizunami,Gifu

lchishi ,Mie

Higashiosaka,Osaka

Fukutomi eta1., 1936

Shikama, 1975

Matsumoto,1926

Hasegawaetal.,1987

Hasegawaeta1．, 1987

HirotaandBarnes, 1995

Hasegawa,Oka,eta1., 1988

Hasegawaeta1., 1988

Okazaki, 1992

Hasegawa,Oka,eta1 ., 1988

Okazaki,1975

KadonosawaF･

Equal ly,TagaF

Equal ly,TagaF

BesshoF、

TomikusaG･

MizunamiG・

YamanouchiF･

lchishiG

12 Physeteridaegen.etsp. indet Dent“teeth HaraichiF MiddleMiocene Annaka,Gunma Thisreport

第2表日本産マッコウクジラ科化石のリスト．

OishiandHasegawa (1995)を基に作成・加筆．文献はOishiandHasegawa, 1995を参照
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Pilleri, G(1980) :The fossil odontocetes (Cetacea) in the

museumofPaleontologyof theUniversityofTurin,

伽""SS"垣e"siSとの関係をもっと追求すべきであり，現

時点では充分な材料に乏しい．特にHirotaandBarnes

(1995)が歯の分類に関する見解を示していないので議論

を進めるのが難しい．模式標本の実物との比較を行った限

りでは，別種と思われる．第2表中のNo.5に挙げた標本の

歯が大きさ，形態ともに最も類似する． この標本には耳骨

も残っていることから，将来より詳しい議論が期待できる

であろう．本論ではPhyseteridaegen. etsp. indet. とし

ておくのが妥当であると思われる．オーストラリアから知

られているScα〃j"＃"s 脚α噌"i (LateMiocene)やS・

ﾉ0"gi(Pliocene)のいずれとも大きさならびに形態が異な

る (RichandRich, 1999).今後， よりよい標本の入手を

心がけ，再検討できる機会を期待したい．

ま と め

l 群馬県安中市北村付近に分布する富岡層群原市層から

産出した化石，マッコウクジラ科の未定種Physeteridae

gen.etsp. indet. (標本番号:GMNH-PV-581)を報告

した．本標本は群馬県下からの最初のマッコウクジラ類

化石であり，本邦の中新統産マッコウクジラ科化石とし

ては11例目となる．産出層準の年代は， その上下に挟在

する2つの凝灰岩層，北村凝灰岩および馬場凝灰岩の放

射年代により中部中新統，約11.5Maと考えられる．

2 GMNH-PV-581の歯はHOp/ocg"sc"γ〃j此"sのもの

と最も類似するが,Sc"〃i""ss九壇g"s応にも類似する点

がある．〃りp/oc"zfs属とSt""i""s属などとの比較検

討が必要であること,Sc""j"tzzs属内でも歯の形態変異

が大きいことなどから，歯のみで同定することは慎重さ

が要求される．以上のことから現時点ではGMNH-PV

-581をマッコウクジラ科の未定種としておく．

3 GMNH-PV-581は未報告であるが，茨城県那珂町産

のナカマチクジラと最も似ている．
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Abstract

FirstdiscoveryofPhyseteridfossilfromtheHaraichiFormation

(MiddleMiocene),TomiokaGroup,Gunma,Japan.

HAsEGAwAYoshikazu｣ ,TAKAKuwAYuji '*andNAKAJIMAHajime2

]Gz"""α〃〃sg""Qf"""池/HiSro"1 .． 1674-I,K""i-た"”加α， Tbが"0",G"邦加α,37り-234a.ﾙZp""
*E-加α〃αd""ssofYT:BXﾉ04ZO5@"/fv・"e."

ヴ~

29-IaZ-c加加e,A""α"",A""α内ac")ﾉ,G""wz(z,37p-0"6ノ"α〃

ThemandibleishigherthanPJZyse〃γ"んdW"sifrom

BelgianMiocene. And lts is thesamesizeasS"ノー

〃""S Sh睡邦sIs fromNagano Prefecture, central

Japan. Thesizeandcharactersoftheteethhavea

simiralitvwith""/0""sc"γ〃idE"s,mostly.AndScαノー

伽""ss吻憩g"sisalsoresemblesGMNHPV581. But,

itisdifficulttoidentifygenusandspeciesofGMNHPV

-581byitsteethcharacters,becauseofitsimcompleet-

nessandrangeofshapeofS""i""s /"ｵﾙ．

Wereporthereinthefirstoccurenceofaphyseterid

whalefromtheHaraichiFormation(MiddleMiocene;

almostl1.5Ma)oftheTomiokaGroupinAnnakaCity,

GunmaPrefecture. ThespecimenfromtheHaraichi

Formation(GMNH-PV-581)isthellthoccurenceof

physeteridfossilsfromJapaneseMiocene.

GMNHPV-581consistsof two isolatedteethand

pairedpartialmandibleswith8teeth. Theshapeand

size of teethshowthatGMNH-PV-581belongs to

Phvseteridae.

Keywords :Physeteridae,Odontoceti,Cetacea,Miocene,Haraichi formation,TomiokaGroup,GunmaPrefecture


